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文化財企画推進室 企画推進班／企画推進班長 

 

専門分野 

史跡整備 

 

研究分野 

遺跡における土木技術、構造物等の研究 

 

 

【業務・研究内容】 

〇九州歴史資料館のさらなる活性化を目指し、様々な施策を企画するとともに、実現に

向けて各種調整を行っています。 

〇専門は史跡整備です。史跡整備とは、発掘調査でされた史跡（遺跡）を確実に保存し、

その魅力を来訪者に的確に伝えるため、計画策定や施設の整備等を行うものです。 

〇研究としては、主に古代山城の城壁に代表される土木構造物（土塁や石垣）の安定機

構の学術的解明に取り組んでいます。 

 

 【主要業績】  

●主な著作物等 

１．『季刊考古学』136 号「西日本の「天智紀」山城」（共著） 雄山閣 2016 年 

２．『古代の福岡』アクロス福岡文化誌３（共著） 海鳥社 2009 年 

 

●主な論文・学会発表等 

１．「福岡県内の遺跡におけるあり方の事例」 

 日本遺跡学会 設立 20周年大会『遺跡の多様なあり方を求めて』 2023 年 

２．「大野城の土木技術」『大宰府学研究』 

九州国立博物館アジア文化交流センター研究論集第１集 2019 年  

３．「史跡整備における計画の重要性 ～計画策定の視点と意義～」 

 国立文化財機構 奈良文化財研究所 平成 25 年度遺跡整備研究集会報告書 2014 年 

   ４.「福岡県における覆屋保存の現状と課題」 

     国立文化財機構 東京文化財研究所 国際文化財保存修復研究会 

「覆屋保存を考える」 2010 年 
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